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中等學綾に於けろ天交教材論（3）
　　　　On　Astronomy　in　Middle　Schools．
（去る四月15日，選る中等剰員練成會上に於ける講演要旨）
山本一清Issei：ranzαm・t・．
　　　　　　　　　　　　　　　　（2，2）
　天膿物理學の一部であって，人生々活の極めて卑近な方面に興味深い慮用の
開けてみるものは測光學（Photometrie）一殊に，その中の遊星面の測光學
（Planetophotometrie）であらう．こNで“遊星”とV・ふ言葉の中には；大小
の諸遊星のみならす，月も，その他の衛星も含むと考へて宜V・．皆，これらの
天膿は，太陽から絶大な光を受けて，更に其の一・部を反射し，吾々に其の輝熔
た一面のみを見せてみるのであるが，嚴密な學理から言ふと，この遊星の輝や
きには，いろV・ろ複雑で難解な問題が，澤山含まれてみる．太陽から遊星まで
の距離と，遊星から地球までの距離iとが，共に其の重要なフ。クタであること
は言ふまでも無いが，そのほかに，遊星表面の形状，この表面に日光が直射す
ることの法則，それから，この表面から光が反射する場合の法則………と，こ
うなって來ると，もはや，今日の光學理論では，手におへなv・問題でなv・．
（勿論，“反射”と言っても，この場合は；所謂“tt　L反射”を老へるべきであっ
て，鏡面反射をする遊星面などとV・ふものは，あるものではない．）それに∫遊
星面を構成する物の性質一それが水であるか，土であるか，雲であるか，砂
でうるか，蒸氣であるか，と言ったやうな幕別によって，齪反射の光覚的性質
が夫れ々々大挙違ふのである．だから，この遊星面の測光學といふものは，問
題が實に複難多枝で，一通りや二通りの豫備知識だけでは全く歯が立たないの
である．
　　　　　　　　　　　　　　　　（23）
　けれど，一面から見ると，此等の諸問題は，吾等の日常生活に大憂關係が深
いのであって，例へば，吾kの棲む室内の照明の問題の中には，天球學上から
見た日光の投射：方向の時刻による攣化は言ふまでもなく，その光が如何なる方
向に，如何ほど反射するか，．反射の壁面と吾々の机上面との距離と方向，壁面
の組織や色調等々の研究が要求される．更に，若し，夜問の照明問題に至れ
ば，こうした諸問題のほかに，幽光する燈火の強さや，色や，其の位置と言っ
たやうな重要事項を老写しなければならない．地上生活め此の如き一一r一一殊に，
近代的とも言ふべき一一諸問題を吾々の目前に置V）て見ると，．とうした實用的
方面を解決するために：，天艦物理學が如何に重要な根本問題の豫決を憺當して
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みるかといふことが理解される．
　　　　　　　　　　　　　　　　（24）
　試みに，街頭に出て，新築の成った何々ビルディング乃至何々ホテル等々の
大小各室の照明装置を一・寸ばかり黙出して見ると，専門の建築家が設計したも
のとは言へ，そこに多くの矛盾や，不含理や｝不羅足や，不経濟などが見出さ
れる．況んや，ひるがへって，吾等自身の常齢する家屋の書函の魚塵事實を顧
ると，そこには，更に一層不合理な諸貼が，今まで氣付かれすにあったことが
解かる．
　遊星測光個中の，反射や反射能（アルベ1ド）の法則などは，最も未解決の
高尚な問題であるから，しばらく問はないとしても，光源から壁面までの距離
や，壁面から机上までの距離などは，比較的に解決されてみる問題であるが，
tれでさへ，日常の生活上には，殆んど無痛されてるる場合が多V・，しかしな
がら，此等の既決来決の諸黒占が如何に天室の諸現象と關連してみるかとV・ふこ
とを考へて見ると，天球から實生活へ，又，實生活から天盛へ，互ひ・に與へる
暗示は多v・．
　　　　　　　　　　　　　　　　（25）
　最も観察し易い遊星面として，まつ月面を注意深く観察することは有釜であ
ると思ふ．月が，新月から，上弦，満月，下弦を経て，次ぎの新月に至る所謂・
“一P月”の間に，如何に其の輝やいた形を攣へるかといふ事は，吾々が少年
時代から熟知してみる所であるが，しかし，～二の現象の理解は，既に國民學校
あたりで一通り絡ってみる筈であるのに拘らす，實は中學時代に入っても，否，
立派な成年時代の紳士中にも，眞の理解が出雲てるす，“三日月”は一一・Ptの月
蝕であるかの如き妄想を抱いてみる人が，世間には非常に多V・．しかしながら，
之れが地球ρ陰影による月面の蝕でないことは，日月地の三罷の相互位置を考
へれば明白となるのみならす，月面上の明暗境界線の形や，其の日日の憂動を，
實測度に，叉，数理的に研究して，誤解を反誰することは，中學の初年級生に
とって，蓋し興味深い艦験である筈である．
　樹，小形の望遠鏡を以って，日々の月面を観察すると，位相の攣移は非常に
明瞭であるし，叉，50倍以上の望遠鏡によって，一つ二つの噴火口の明暗相が
如何に攣って行くかを観察虚しめれば，遊星表面學の興味を最も卒直に教へる
ことにもなる．
　　　　　　　　　　　　　　　　（26）
　いろんな腰丈の表面に於ける蹴反射の實験は，諸遊星の光輝の問題と同時に，
吾人の日常生活上に於ける駅明聞題の理解のために非常に大切であるが，この
實験は，中學生のために恰好のものであると思はれる，其の幾何學的な取り扱
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ひも耀いし，又，純物理車馬的な盧理も面白い．そして，すぐ之れは，各自の
家庭に鱗って，其の生活内容に多くの反省と，修正とを誘ふものである．近年，
やかましV・電燈スタンドの諸問題から，職事に於ける燈火管制や，遮光方法等
k，相ぴ連単する方面は身邊に頗る多い．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（27）
　遊星測光學のために，飴り紙面を取り遍ぎたが，天能物理學としては，この
ぽかに，太陽や諸恒星の光度も興味ある研究題目である．殊に，天童の光度に
よる等級の尺度を規定するポグソンの法則に一通り親しんで見ると，太陽の光
から，極微光の恒星の光まで，光輝の比較商量が非常に容易となり，回れを癒
用して，暗夜の遠方に見える燈火の平刮から，rgl　S’其の距離を目測する：方便を
獲る～二とにもなり，直ぐ賜れは職封や，キャンプ，登由等の場合に利用するこ
とも出來るやうになる，叉，他方面に於いて，ポグソンの法則から人骨豊心理の
問題へ移って行って，之れを刺激と夕蝉との關係の究明に例誰することが出來
るから，この方面から人間生活への示唆も多V・．
　　　　　　　　　　　　　　　　（28）
　天膿物理學の初稜の時から，今日に至るまで，（：否，今後とても．）學者が最
も得意とする一面は天盟分光學である．耳隠，一管の分光器を以って，太陽は
言ふに及ばす：，宇宙の隅々に散在する諸天艦の物理構造を手に取る如く知り，
叉，其の観線運動を毎秒何キロとい寿貼まで明らかにする技巧は，近代學術の
驚異として、萬人の感嘆する所であるから，中學生にも之れは神話以上の魅力
であること勿論であるが，しかし，この方面の實際観察や，研究腿験といふこ
とになると，中等學校に於いては殆んど全く不可能の域であることは止むを得
ない．只，しかし，之れが何故に中藩校に於いて不可能であるかとV・ふ貼を生
徒の頭1歯に徹底せしめておくことは大切であらう．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（29）
　新時代の天際學中の寵児たる統計天文學も亦，その成果は萬入を魅了するも
のである．およそ，入と生れて，字宙の翼相に隅れるととは一大快專であるこ
と，言ふまでもなV、．天地の構造と共にs．無窮の過去から未來への萬有が進化
獲展する實相を知得することは，子供は子供なりに，叉，大人は大人なりに，大
悟と諦観とを與へるわけであって，郭ち，之れは最も端的に哲學や宗教への道
案内であり，殊IC　，最も自然にして，安全な思想問題への導きであると考へら
れる．箇kの人生は宇宙酔有の進化獲展の一翼であると観する黒占に於いて無限
の償値があるのであり，更に照れを達観すると，皇國の世界的，乃至，宇宙的
使命も，この方面から悟得することが出來ると共に，更に大きV・寸寸を此の見
地から世の青少年に加へることも可能であるr故に，藪に“千古の學”たる
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天文學は，やはり叉，“諸學の王”たる立場を再び把握して，人生を導くもの
である黒占を高調して差支へないわけである．
　　　　　　　　　　　　　　　　（30）
　統計天文學は，しかしながら，徒らに大言批語することのみが能ではなV・．
肚語の裏には，多くの實蹟がなければならない．
　初學者にとって，統計上の最も興味深い問題は，蓋し天室に横為する星の藪
の究明であらう．無限の代名詞の如く見える星の数を，學者ほ如何に征服した
か？　この術と，その成果とを知る～二とは，それ自身，大きな働みであるが，
更に此の術を鷹聾して，人生百般の統計に己れを生かすことを教室に於いて教
へることに成功すれば，“無味乾燥”と思はれてるる統計書は言ふまでもなく，
日常看過する新聞雑誌上の些細な数字なども，之れを吟味し，利用することに
よって，篤しい眞理の寳庫と化することが出來る．・天文學は，決して人生以外
の冗物ではないのである．
　　　　　　　　　　　　　　　　（31）
　統計天文學の：方面の貢献者としてばかりでなく，一般の天業物理學の開拓者
として，叉，反射望遠鏡の製作者として，ヰリヤム・ハ1シ．ルの名は，中等出
校の教科の中の，ど～二かに於V・て，是非一一二ee聞を費す債値はあると思ふ．ハ
1シ．ルは一生涯アマチュア天文家であった．しかも，官立のグリニチ天文毫が
未だ到らざる所を開拓して，新器械と新精紳とを以って，新天艦（天王星）の
獲見から，新學術の稜展へ進み，遊星面彗星衛星，二重星，攣星，星霧，
星團，銀河等の新知識から；覗差（未完成），固有運動，太陽系運動等の諸問
題に至るまで，二十世紀に成熟した天文課題の殆んど総てに先鞭をつけた偉傑
であった．
　統計學の方面に於いても，上述の陣笠調査の成績から，銀河宇宙を露見した
ことと，叉，恒星の固有運動の研究から，太陽系の全禮運動を毒見したこと
とは，共に趣きV・反省を帝京者に與へるものであり，省，又t’一般の人生問題
への慮用の道が多くあることを示唆するものである。
　アマチュアと専門學者の間に於ける，分野の相違，乃至，意識や，使命の相
違等についても，ハ1シェルの傳記を通じて解明を與へることが出來れば，之
れ亦，人生の各方面へ出て行く青少年のために，大きい光明となるであらう．
（つs“く）
　　　　　　　！！二二改正！！
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